
   

   

 

 

 
 
 
       
 
 
 
 

 

 
 

 
   

 
 

 

 

 

     秋の防災訓練 H２５．０９．０１ 

～地域の力が命を守る!～ 
 

 

9 月 1 日（日）岩村町内各地にて、防災訓練がおこなわれました。 

朝８時に、地震の発生を告げるサイレンが鳴り、自治会単位ごとに指定の避難場所に移動、班長が点呼をとり、逃

げ遅れた人がいないか確認しました。その後、各自治会で、消防団員による消火栓の取扱い方のレクチャーがあり、

初期消火の大切さについて学びました。 

9 時 30 分には岩村コミュニティセンターで、日赤奉仕団と女性防火クラブによって炊き出し訓練、11 時から AED の

取扱い方や心肺蘇生訓練の講習があり、参加者は不意の災害から身を守るための行動を真剣な面持ちで聞いていまし

た。 

今回は泥水を飲用水に変える装置のデモストレーションも開催、自転車をこぐことでポンプが作動し水を汲み上げ、

3段階のろ過装置で水が浄化されました。みるみる水がきれいになっていく様子には、参加者も驚きの表情。 

防災に必要な日頃からの心構えを大切にするためにも、この貴重な訓練を活かしていきたいですね!! 
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お知らせ：岩村秋祭り神輿
み こ し

渡御
と ぎ ょ

行列  
 

およそ３５０年前に始まった岩村秋祭りは、岩村城開城の祖と伝

えられ、八幡神社に祀られる加藤景廉公と、その長男で武並神社

に祀られる遠山景朝公の親子が対面を果たす、岩村の歴史を語

り継ぐ行事として、県の重要無形民俗文化財に指定されていま

す。 

２日間にわたり、重要伝統的建造物群保存地区の岩村町本通

りをめぐる古式豊かな衣装の行列に、雅楽・打囃がお供をします。

全長３００ｍにわたる行列の壮観な光景は、まるで絵巻物を見てい

るかのよう!!!  

１日目の夜には保存会による同じく県の重要無形民俗文化財

の獅子舞も披露されます。岩村の深い歴史と文化を堪能できる２

日間をお楽しみください。 

神輿渡御行列 岐阜県重要無形民俗文化財 
１０月５日（土）                   １０月６日（日）     

武並神社→八幡神社            八幡神社→武並神社 

午前 9 時 00 分出発             午前 9 時 30 分出発 

餅投げ：午後 3 時 00 分          餅投げ：午後 3 時 00 分 

（八幡神社境内）                （武並神社境内） 

獅子舞 岐阜県重要無形民俗文化財  
１０月５日（土） 

午後 6 時００分出発 

【路上発表会（遊歩道）】 

順路 勝股家前→やすだや前→庚申堂前→本町５丁目商店街

駐車場→深萱商店前（雨天の場合 午後７時より岩村公民館） 

 

主      催：秋祭行事保存会・岩村町氏子総代会・獅子舞保存会 

問い合わせ：市観光協会岩村支部（町並みふれあいの舘内） 

           電話 0573-43-４６２２ 

お知らせ：秋の月待ちお堂めぐり  
   ～農村景観日本一の富田地区ウォーキングコースを赤とんぼと一緒に歩こう！～  

 

町内に点在するお堂を最後まで座らずに回るとご利益があると

いわれる地区の伝承行事を現代風にアレンジしたウォーキングイ

ベントです。 

今年も富田をよくする会を中心に多くのご後援、ご協力のもと、

地域ぐるみで秋 の農村を感じながら心に刻むイベントにしたいと

思っております。是非ご参加ください。 

日 時：平成 25 年 9 月 23 日(月・秋分の日)  

受付時間：午前 9:00～午前 11:00 

スタート場 所：A 地点/岩村町歴史資料館 

：B 地点/明知鉄道飯羽間駅 

ゴール地 点：ふるさと富田会館 

           （制限時間 午後０時 45 分まで） 

参 加 費：大人 500 円 中学生以下 300 円 

主    催：富田をよくする会 

問合せ先：茅の宿とみだ       電話 43-4021 

問合せ先：町並みふれあいの舘 電話 43-4622 

 

岩村城開城の祖 加藤景廉公 
鎌倉幕府の旗揚げを支えた勇将 

 
『山木館の月』（月岡芳年『月百姿』）兜を囮にして 

山木兼隆に斬りかかる加藤景廉 

生没：保元元年（1156 年）? ～承久３年（1221 年） 

源頼朝とともに平氏打倒に数々の武功をたて、鎌倉幕

府樹立後も頼朝の信任は厚く重用される。頼朝に仕え

る間に美濃国恵那郡遠山荘を領地として与えられ、そ

の後長男の景朝が岩村城を本拠として遠山姓を名乗

り、岩村城の実質的な歴史が始まっていく。後年は、

源実朝暗殺の監督不届きの責を負い、出家。遠山の金

さん（遠山景元）は分家の子孫。 

同時開催!月待ちお堂めぐりノルディックウォーキング 
ポール 2本を使ったノルディックウォーキング。足・腰にやさしくウォーキングが出来ます。 

この機会に是非体験しましょう！ 

受 付：午前 8:30～9:00  ゴール：ふるさと富田会館（制限時間午後 0時 45 分/ポール返却午後 1時） 

参加費：500 円  持ち物：弁当、水筒 ※雨天中止  

※ノルディックウォーキングの受付場所は岩村歴史資料館のみです。返却は富田会館までお願いします。 

主 催：スポーツネットいわむら 問合せ先：町並みふれあいの舘 43-4622（当日/090-1986-7940 三宅）



1 

告知：ホットの田んぼ稲刈り体験会  

 実りの秋、収穫の喜びを体験しよう!! 
  

５月の田植え体験からはじまったホットの田んぼ・米作り体験

もいよいよ収穫のときを迎えました!! 田植え・草取りに参加さ

れてなくても OK!! たくさんのご参加お待ちしてます!! 
 

 

  草取りに参加してくれたみんなのおかげで、稲はすくすく育つ

ことができました。鎌で稲を刈るのはちょっぴり大変だけど、昔

のお百姓さんの気分を味わうことができます。 

日 時：平成 25 年 9 月２８日(土) ８：５０～ 

集合場所： ふるさと富田会館 <参加無料・要申込>  

持 ち 物： タオル お茶 お弁当 

服    装： 帽子・軍手・長そで・長ズボン・長ぐつ  
※子どものみ参加可（送迎は各自責任をもってお願いします） 

主    催：城下町ホットいわむら未来チーム 

問合せ先：０５７３-３２-１１０９（ホットいわむら事務局） 
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告知：2013 いわむら城下おかげまつり
 あの賑わいを再び!!今年も町中開催します!! 
 

 
 

 

昨年、のべ1万3千人のお客様を迎え、内外に大きな反響を

呼んだ「おかげまつり」。今年も町中開催を決定し、より充実した

お祭りとなるよう準備を進めています。 
 

 

おかげまつりは、秋の収穫の喜びと郷土への感謝（おかげさ

ま）を伝える場として、楽しいイベントはもちろん、まち並みが賑

わうことの楽しさを再発見できるお祭りを目指しています。是非

皆さまのご理解・ご協力・ご参加をお願いいたします。 

日 時：平成 25 年 11 月 3 日(日) １０：００～１５:00（予定） 

会    場：岩村城下の町並み（本通り沿い） 

イベント内容（予定）：ゆかりの郷出店（知多市・藤枝市・西尾

市・掛川市・伊豆市）、子ども横丁、ステージパフォーマン

ス、太鼓演奏、各種バザー（本通り・駅前）、等々 

※詳細は次号 10 月号でお知らせいたします!!!お楽しみに!! 
 

お知らせ：青い暖簾販売開始 
暖簾を取り替えて、町並みと一緒にリフレッシュ!! 
  

町中を中心に玄関口に掲げていただいている「青い暖簾」。 

しばらく在庫を切らしており、日焼け等による劣化で取替えを希

望されている方にはご迷惑をおかけしておりましたが、新しい暖

簾を入荷しましたので、取替え希望の方への販売を近日中に

開始いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩村に根付いた「暖簾のある町並み」は、観光客の方にも好評

です。電線類地中化、舗装整備が完了し新しくなった町並み

で、暖簾もリフレッシュしましょう!!!  

詳しい販売場所等は次号 10 月号にて。ホットいわむら HP で

もお知らせいたします（http://hot-iwamura.com） 

価    格：1,500 円 （税込み） 

問合せ先：０５７３-３２-１１０９ （ホットいわむら事務局） 

 

お知らせ：飯羽間・富田地域座談会 
   気軽に楽しく地域について話しましょう！！ 
 

 

地域協議会では、地域づくりの礎となるものを探してい

く第一歩として、住民の声を聞きながらまちの活力へとつ

ながることを目的とした座談会を開催します。 

飯羽間・富田地区の現状・課題や問題、そして未来につ

いてなど、自由に語りあえる場になればと考えていますの

で、家族・友人お誘いのうえ、気楽な気持ちでお出かけく

ださい。 

【富田地区】 日にち：平成 25 年 10 月 16 日（水） 

       場 所：ふるさと富田会館 多目的ホール

【飯羽間地区】日にち：平成 25 年 10 月 22 日（火） 

場 所：飯峡会館大ホール 

◎両会場とも19時30分～21時の開催予定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催：岩村地域協議会 

問合せ先：0573-43-2111（振興課 大木） 

身近な問題をあなたの言葉で教えてください 
 

例えば信号機をイメージして 

青→守り続けたいことや、挑戦したい事 

（例：子どもたちがいつも外で遊んでいるね） 

黄→気を付けていきたい・心配な事 

（例：車の運転ができなくなったら買い物に困るな）

赤→これは今すぐ改善する必要がある 

（例：空き家の草がぼーぼーで道にはみ出しているぞ）
 

こんな具合に家族でも話してぜひご意見を下さい！ 

老若男女、幅広い年代で意見を共有しよう！



報告：第 29 回いわむら城址薪能 
 約 300 人のお客様を迎え、無事野外で上演！ 
 

 

 8 月 24 日（土）、夏のいわむらを締めくくる「いわむら城址

薪能」が旧藩主邸（歴史資料館前）で開催されました。 

直前まで心配された雨も、この舞台のためにか何とか持ち

こたえ、約 300 人のお客さまは薪能の幽玄な雰囲気を堪能さ

れていました。 

  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  おかげさまをもちまして「ザ･縁日」も２０周年を迎える事ができました。 

これも皆様のご協力のおかげと、心より感謝しております。 

今後も皆様に愛される「ザ・縁日」が出来るように、岩村の町が元気になるようなことを企

画していきたいと思っております。 

  どうぞこれからも「ザ･縁日」＆「ふるさと創生花火」をよろしくお願いします。 

 

８月１３日 ご来場者数 

７５００人!!! 
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報告：いわむらをデザインする会議 
 岩村町観光地域計画策定に向けて 
 

ホットいわむらでは 7月の白川郷視察研修を受け、8月

9日(金)上町まちなか交流館で第 6回目となる「いわむら

をデザインする会議」を開催しました。 

今回の会議では、今後岩村町が観光地としての未来を描

く中で、これまでの議論や住民アンケート・観光客アンケ

ート・各種懇談会等で出た課題を、短期・長期にチームに

分かれ、検討・協議していくことが確認されました。 

また、この計画策定については 2年目を迎えており、委

員長からは、今後はスピード感をもって計画策定にあた

り、年度内には完成させたいとの決意表明がありました。

さらに、この会議のオブザーバーとして、情報科学芸術

大学院大学（通称 IAMAS〈イアマス〉／岐阜県大垣市）の

入江経一教授と金山智子教授を迎え、計画策定に専門的見

地からの意見を伺い反映させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

入江経一教授     金山智子教授 

 

 

 

 

いわむらをデザインする会議 

委員長 加藤重徳（ホットいわむら副会長）
短期チームリーダー 宮澤博光（地域協議会会長） 
長期チームリーダー 三宅唯美（文化課職員） 

ホットいわむらの空き家対策 vol.2 
 

～空き家利用希望者アンケート設置～ 

また空き家を探しに町外から訪れる方も増えている傾

向にありますが、空き家バンク〈※〉登録されている物件

の少ない岩村町では、新たな登録物件が出てくるまで待っ

てもらう他にありません。 

そういった方々に少しでも空き家対策の前進的な姿勢

を見ていただくためにも、ホットいわむらとしてのアンケ

ートを実施することになりました。 

 このアンケートによって、岩村町へ移住したい理由やど

のような生活を送りたいのか、こうした意向を聞き取るこ

とで、空き家利用に対するニーズを把握し効果的な対策に

取り組むことができます。 

 このアンケートは、岩村振興事務所振興課・茅の宿とみ

だ・ふれあいの舘（観光協会）に設置しております。 

～空き家所有者アンケートポスティング実施～ 

ホットだより７月号でお伝えした、ホットいわむらの空

き家対策での主要な取り組みとして、情報収集が挙げられ

ましたが、８月の中旬、町内の空き家と思われる家屋への

所有者アンケートをポスティングしました。 

このアンケートは、お盆の時期に帰省される方が、一時

的に空き家にも立ち寄ることを予想し、この機に今後の家

屋の処遇についての意向をお伺いし、空き家対策に反映さ

せていくことを目的としたものです。 

ポスティングはこれまでに把握している家屋に加え、新

たに寄せられた情報をもとに約３０軒に対して行われ、複

数の所有者の方々から回答をいただくことができました。

 

 

 

 

※空き家バンクとは 

 不動産屋さんの取り扱いのない空き家等を、居住希望の

方に情報提供する空き家対策事業の一つで、全国各地の自

治体等で採用されており、中山間地域等における人口減少

対策としても注目されています。。 

一般的な不動産業と異なり、長年放置されていた物件な

ども対象となり、所有者との意向確認が取れれば、家屋内

の所有物の取扱い方や、必要な修繕についても、利用希望

者との話し合いの中で決められる物件もあります。 

 恵那市では、「恵那暮らしサポートセンター」によって

運営され、ホームページ上で物件の情報公開を行っていま

す。 

 詳細は恵那暮らしサポートセンターHP をご覧ください

＜http://www.city.ena.lg.jp/teiju/＞ 

 

観光地岩村としての課題 

・・・これまでの議論・住民アンケート・観光客 

アンケート・各種懇談会等で出た課題 

短期課題グループ 

3～７年以内の課題を

協議。振興事務所庁舎

利活用や空き家対策

を含む。 

長期課題グループ 

10～30 年期の課題を

協議。リニア開通を見

据え、ハード整備やイ

メージ戦略を整理。 

整理・分類 

中期課題 

短期・長期に分類でき

ない課題 

⇒全体で協議 

共有・統合 

いわむら観光地域計画策定 
（平成 25 年度末までに）

今後の会議の流れ 



 

＊上町まちなか交流館情報＊ 

型紙体験教室レポート   

昨年好評に終わった、岩村町に残る染物用の型紙の展示

会に続き、今年はこの型紙を使った染め物の体験会が、町

内在住の田口修さんが中心となり開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

全 5 回の開催で延べ 70 名、岩村町外からも多数の参加者

を集めたこの企画は、小学生の自由研究の題材としても人

気だった様子。以下田口さんからのコメントをいただきま

したのでご紹介いたします。 

『今年は型紙教室は、恵那市内全域の小中学校・特別支援

学校等にチラシ・ポスターを配布・宣伝しました。準備は

非常に大変でしたが、スタッフの皆さんの協力と参加があ

ったからこそ、実現できた企画です。市内各地から親子で、

あるいはお子さんだけでも、そして一般の方も多数、ご参

加いただき誠ににありがとうございました。』 

報告：あみがさもちづくり体験 
 ホットの郷土料理・文化伝承事業!! 
 

『あみがさ餅、おいしくできたよ』 

 

７月１３日（土）、ふるさと富田会館であみがさ餅作り

体験をしました。 

「あみがさ餅ってなぁに？」・・・柏餅の柏の葉無しバー

ジョン、というとわかりやすいでしょうか。 

柏の葉のある時期には柏の葉、朴葉の時期には朴の葉、み

ょうがの時期にはみょうがの葉を使ったお餅を作ります

が、葉を使わないと「あみがさ餅」です。 

 

まず上新粉（じょうしんこ）を熱湯で練って蒸します。

まず子ども達は会館の大きな蒸し器にびっくり。 

ここでお餅を半分にして、片方は白いお餅、片方はヨモ

ギ（冷凍しておきました）を入れて草もちにしました。 

小分けしたお餅をつぶす便利な道具を変わりばんこで

使って、ひらたくしたお餅にあんこをつつんで、また蒸し

てできあがり。 

できたて熱々のお餅を食べて、お土産にも持って帰りま

した。 

 

 

こんにちは！恵那特別支援学校です 

夏休み中のサマースクール 

夏休み当初の７月２３日（火）～２６日（金）と、２学期直前の８月２６日（月）～２９日（木）の８日間、サマースクールを実施

しました。この期間は、希望する児童生徒が学校に登校し、いろいろな活動に参加しました。活動内容は学部毎に異なりま

す｡一部ですが、小学部の様子を紹介します。小学部の子ども達は、主にプールでの活動を行いました。今年の夏は暑い日が

続きましたが、子ども達は元気いっぱい、笑顔いっぱい！浮き輪を使って浮かんだり、水の中に潜ったり、泳いだり、お友達や

先生と水をかけあったり・・・みんな思い思いに、楽しんでいました。 

 

 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

恵那市ボランティア連絡協議会 岩村支部に 

登録されているボランティア団体の皆様へ 

８月２７日（火）は早朝より、当校グラウンドの草取りに来ていただいて、誠に 

ありがとうございました。皆様のおかげで、大変きれいになったグラウンドで、 

９月１４日（土）、高等部体育祭を開催することができます。感謝申し上げます。



「いわっこクラブ」で、子どもたちと一緒に遊びませんか？  

恵那市子ども教室「いわっこクラブ」をご存知ですか？  

子どもたちの様々な体験と、異年齢や地域の大人たちとの  

交流を目的に、放課後の小学校を利用して開催しています。 
 
 いわっこクラブでは、地域の方々のご協力で子どもたちを育

てています。 

 子どもと一緒に活動に参加してくださる「サポーター」は、

教室に興味を持って下さったおじさん・おばさんや、子どもと

一緒に遊びたいからと手伝ってくださる親さん、老人クラブや

食生活改善協議会の会員さんなどです。 

「実行委員会」では、岩小ＰＴＡ、ホットいわむら、青少年

育成委員など地域で様々な役割を担う方が、教室の企画・運営

について話し合っています。今年は、11/3 おかげまつりのこど

も横丁にブース出展ができそうです。 

 また、今までに多くの方が先生として教えに来てくださいま

した。スポーツ、クラフト、調理などなど…。いつもありがと

うございます。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：教育委員会社会教育課 43-2112（内 343） 
 

 

  
  

 

 

 

 

“挑戦の夏” 
大会スローガンを「自らみがこう心とからだ！」として、６月末から

８月にかけて中体連の夏季大会が行われました。岩邑中学校では、恵那

市大会に先駆けて、２年生が中心となって、壮行会を行い、大会に出場

するメンバーを激励し、一人ひとりがこの大会にかけるモチベーション

を高めて、参加しました。 

部活動は、学校の教育目標である「確かな学力 豊かな心 逞しいか

らだ」に迫る大切な活動です。特に生徒の自主性を大切にし、日常的な

部活動での練習と共に、保護者の皆様やクラブ指導者の皆様の力をお借

りして、仲間と共に高まる喜びを活動を通して学んでいく場です。全力

で挑戦した経験が、次の活動にも生かされてきます。 

６月から始まった大会では、多くの感激の場面や悔し涙を流す場面も

見られました。どちらの感情も、今までの練習に全力で取り組んできた

からこそ味わえるものです。保護者・指導者の皆様、そして我々教職員

も生徒と共に、こうした場面を共有できたことに感謝し、この大会を通

して、培われた生徒の力を更に伸ばしていきたいと思います。 

２学期がスタートし、部活動は、２年生を中心としての活動が始まっ

ています。更に駅伝大会、スケート大会など、引き続き応援をお願いし

ます。 

      

岩村の子どもたちの学校の様子をホットだよりに掲載！ 
子どもたちの学校での様子を地域の皆さんにどんどん紹介します！ 

 

今月は 

岩邑中学校 

社会教育課では、子ども教室を中心に、地域と行政や学校をつ
なぐ「コーディネーター養成講座」を開催します。 
11/23（土）今どきの子どもを知ろう、12/21（土）教室を企画
しよう、1/25（土）仲間を見つけようなど、子育てや地域活動
に役立つ内容が盛りだくさんです。お気軽に下記までお問い合
わせください。 



 

 

 

 

 
 

恵那文化振興会岩村支部たより  恵那市文化振興会副会長（岩村支部顧問）町並保存研究会 三宅義夫 

恵那市文化協会は平成 24年3月に知事から財団法人から公益財団法人の認可を受け新たな組織として出発しました。 

公益事業重点事項は、１ 演劇・音楽・伝統芸能等の観賞事業 ２ 文化・芸術振興事業として展示・発表・大会の開催

（文化祭）３ 学校図書館の充実による活用促進・学習意欲の向上事業 ４ 文化・史跡・伝統保存等活動の支援事業 

５ 市の文化施設等の業務管理に関する事業  ６ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

の６項目が挙げられており、目的は芸術文化の振興に関する事業並びに伝統文化の保存、伝承事業及び史蹟文化財等の保

存活用、文化遺産の保存伝承活用など文化事業を行い市民文化の向上に寄与することを目的としています。 

 恵那市文化振興会岩村支部のサークル活動の動向は、新規に美術工芸部の書道、響扇斎岩村書道会、生活文化部では生

体エネルギー波動のサークルとして太極拳が増えています。しかし、脱退や休会は４サークルもあります。伝統文化の顕

彰サークルは高齢者の方々が多く、この活動を次の世代に伝えるためには若人の加入が必要不可欠であります。芸術文

化・伝統文化等の活動は高齢者の方々にとっては生涯学習の一環でもありますが生活の一部であり活動が高齢化するのは

止む得ない必然的なものであろうかと思います。 

 この様な状況の下で、岩村での文化振興会の役割は地域への思いとして「里山づくり」であり城跡や城下町の町並保存

等、文化遺産の保存伝承そして活用ではないかと思います。今後の課題としては、老若男女だれでもが共感し参加したく

なるような故郷の偉人の教えと健康をテーマにした発表活動などを、まず発信したいと存じます。 
 

乳幼児学級へのお誘い !!  育児世代の皆さん…乳幼児学級をご存知ですか？ 
若いお母さん方の学びの場です。９月は「音楽で遊ぼう!親子リトミック」です。 

歌やリズム遊び、折り紙などの遊びを通して音楽を感じる心を育てます。 

 

◆ 日 時 ９月２６日（木）午前１０時岩村コミュニティセンター大会議室へ集合!!!! 
 

平成25年度岩村町民展と芸能発表会開催について 

           町民展と芸能能発表会を同時開催します。 
          ・町 民 展 １１月２日（土）～１１月３日（日） 

          ・芸能発表会 １１月３日（日） おかげ祭りと同時開催です 

参加募集は次のとおりです。 

☆ 町民展作品募集期限   … 平成25年１０月１０日(木) 

☆ 芸能発表会参加募集期限 … 平成25年１０月１０日(木) 

    （岩村コミュニティセンターまで応募ください 応募用紙は別紙） 

 

 
後期市民講座（岩村コミュニティセンター） 

     「おもしろ歴史講座」開始のお知らせ 

  後期市民講座（岩村）では、岩村を中心とした新し 

い「歴史講座」を開設予定です。町の歴史を知りた

いと言う多くのご要望に答えるため、３名の講師に

よる講座を今後継続的に実施して行きます。 

 

 一味違う岩村を中心とした恵那の歴史講座、知っい 

 るようで知らない地域の歴史秘話などを３名の講師が 

お話をします３名の先生には、古代から近代までの岩     

村の永い歴史を得意な時代毎に分けてお話をして頂  

きます。（古代に岩村人は居たのか？、岩村城はいつ  

建ったのか？幕末岩村藩はどう行動したのか？等々）  

講師：宮崎光雄・西部良治・三宅唯美 

総数 5,378人 （▲3） 

男 2,590人 （▲2） 

女    2,788人 （▲1） 

世帯 1,895世帯 （＋1） 
（     ）内は前月との比較 

いわむらコミュニティセンター情報 

   

 

   

 

９～１０月の主な 

コミュニティセンター使用予定 
９月２１日（土）一斎塾特別講座(佐藤一斎と大

塩平八郎） ９月２２日（日）公民館一斉清掃（予

備日9/29） ９月２６日（木）恵中安全運転管理

者講習会  10月 ８日（火） 恵那市ファミリーサ

ポートセンター研修  10月 １8日（金）恵那市

観光大使(藤原美子)講演会 

 岩村町の人口（平成25年9月1日現在） 

開講予定 

10月～ 

 第1･第3火曜日 

 午後7時から 


